
今後の展開

東条フェスティバルを通じて築かれた地

域のネットワークを活かし、また新たな

活動に取り組んでいきたい。

地域住民への東条フェスティバルの

認知度は、上がってきている。

今年度も継続することで、さらに校

区の魅力を発信し、地域のつながり

を広げていきたいと考えた。

地域の方々と企画会議を行い、『第

４回東条フェスティバル』を実施。

地域で音楽活動を行っているサーク

ルが演奏会をしたり、東条校区で活

動する団体・福祉施設・企業がブー

ス出展。

工夫したこと
東条産野菜の販売や地元飲食店の出店、

東条駐在所によるパトカー乗車体験な

ど、新たな協力を得ることでつながりを

広げた。

成果
320名を超える来場者があった。フェス

ティバル開催に向けた企画や準備を通じ

て、住民、福祉施設、企業などとのつな

がりが広がった。
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今後の展開

写真コンテストという形に限らず、

地域の魅力を伝えるため、活動の継

続や新たな取り組みを検討する。

写真コンテストを3年継続して

実施し、地域住民の認知も高

まっている。コンテストへのさ

らなる参加促進を図るととも

に、応募作品を活用し、地域の

魅力を広く発信していきたい。

チラシやSNSを通じて写真を募

集。多くの方に鑑賞してもらえる

よう東条フェスティバルで展示や

来場者によるシール投票、表彰式

を実施。さらに入賞作品を市広報

やWebで発信した。

工夫したこと

オンラインに加えシール投票を実施

し、写真投稿の有無を問わず、誰も

が投票で参加できる機会とした。

成果

写真募集をきっかけに、中学校や地

域の介護施設が新たに校区交流会議

に参加。写真展示も計画している。
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